
五
月
二
日
（
月
）
、
開
校
記
念
講
演
会
が
開
催
さ

れ
、
宝
暦
治
水
の
際
の
薩
摩
藩
総
奉
行

平
田
靱
負

ゆ
き

え

か
ら
数
え
て
九
代
目
末
裔
の
「
平
田
靱
久
」
先
生
が
、

前
半
を
「
宝
暦
治
水
・
薩
摩
義
士
物
語
『
千
の
松
に

な
っ
て
』
」
と
題
し
て
自
作
の
紙
芝
居
を
上
演
さ
れ
、

後
半
を
「
感
謝
と
笑
顔
で
変
わ
る
あ
な
た
の
未
来

W
e
a
r
e
n
ot
a
l
o
n
e

」
と
題
し
、
九
四
七
人
の
後
輩

た
ち
に
感
謝
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
優
し
く
語
り
掛

け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

先
生
は
、
宝
暦
の
治
水
で
薩
摩
藩
が
課
せ
ら
れ
た

様
々
な
苦
難
を
見
事
に
乗
り
越
え
、
偉
業
を
成
し
遂

げ
た
こ
と
を
後
生
に
語
り
継
ぐ
こ
と
で
、
若
い
世
代

が
鹿
児
島
県
人
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
と
自
信
を
も
っ

て
ほ
し
い
と
考
え
ら
れ
、
自
作
の
紙
芝
居
を
各
地
で

上
演
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
自
社
（
久
保
発
條

(

株)

）
の
バ
ネ
を
ス
ト
ラ
ッ
プ
に
し
て
生
徒
・
職
員

一
人
一
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

バ
ネ
は
、
英
語
で
「spring

＝

春
」
の
意
味
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
受
験
生
に
「
春
」
が
来
る
よ
う
に
と

の
願
い
が
ス
ト
ラ
ッ
プ
に
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

生
徒
か
ら
は
、
先
生
へ
の
お
礼
の
言
葉
と
併
せ
て

感
謝
の
思
い
を
「
校
歌
斉
唱
」
（
吹
奏
楽
部
伴
奏
）

で
表
し
ま
し
た
。
講
演
後
は
多
く
の
生
徒
が
鞄
等
に

バ
ネ
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
付
け
、
先
生
の
お
話
を
励
み

に
、
こ
れ
か
ら
の
高
校
生
活
を
頑
張
ろ
う
と
心
に
誓

い
合
っ
て
い
ま
し
た
。
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鹿児島県立

鹿屋高等学校

開
校
記
念
講
演
会

自
作
紙
芝
居
「
宝
暦
治
水
・
薩
摩
義
士
物
語
『
千
の
松
に
な
っ
て
』
」

「
感
謝
と
笑
顔
で
変
わ
る
あ
な
た
の
未
来

W
e
a
r
e
n
o
t
a
l
o
n
e

」

講
師

平
田

靱
久

先
生
（
本
校

昭
和
五
〇
年
卒
）

ひ
ら
た

ゆ
き
ひ
さ

主
な
行
事
予
定

七
月

一
日
（
木
）
国
民
安
全
の
日

〃

性
に
関
す
る
講
演
会
（
三
年
）

二
日
（
土
）
三
星
道
場
④

三
日
（
日
）
開
陽
高
校
ス
ク
ー
リ
ン
グ

八
日
（
金
）
性
に
関
す
る
講
演
会
（
一
年
）

〃

Ｐ
Ｔ
Ａ
進
路
部
主
催
座
談
会

九
日
（
土
）
進
研
記
述
模
試
（
全
）

一
〇
日
（
日
）
進
研
記
述
模
試
（
三
年
）

開
陽
高
校
ス
ク
ー
リ
ン
グ

一
一
日
（
月
）
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
（
〜
一
二
日
）

一
五
日
（
金
）
単
車
実
技
講
習
会
（
二
年
）

一
九
日
（
火
）
単
車
実
技
講
習
会
（
三
年
）

二
〇
日
（
水
）
終
業
式

朝
課
外
終
了

生
徒
会
役
員
任
命
式

薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
一
年
）

二
一
日
（
木
）
夏
季
課
外
（
前
期
）
開
始

〃

家
庭
訪
問
開
始
（
一
年
）

〃

三
者
面
談
開
始
（
二
年
）

二
四
日
（
日
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会

二
九
日
（
金
）
夏
季
課
外
（
前
期
）
終
了

（
一
・
二
年
）

三
〇
日
（
土
）
全
統
マ
ー
ク
模
試
（
三
年
）

三
一
日
（
日
）
全
統
マ
ー
ク
模
試
（
三
年
）

八
月

三
日
（
水
）
夏
季
課
外
（
前
期
）
終
了

（
三
年
）

一
三
日
（
土
）
三
星
会
総
会

一
七
日
（
水
）
夏
季
課
外
（
後
期
）
開
始

（
全
学
年
）

二
六
日
（
金
）
中
学
生
一
日
体
験
講
座

※

都
合
に
よ
っ
て
変
更
・
追
加
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
学
校
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

高
校
生
自
立
支
援
相
談
員
紹
介

本
年
度
は
、
高
校
生
自
立
支
援
相
談
員
の
先

生
に
、
月
二
回
程
度
来
校
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
相
談
対
象
は
、
生
徒
・
保
護
者
等
で

す
。
お
気
軽
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

○
高
校
生
自
立
支
援
相
談
員

岡
本

眞
理
子

先
生

○
七
・
八
月
の
相
談
日
時

七
月

四
日
（
月
）

七
月
一
九
日
（
火
）

八
月
一
八
日
（
木
）

(

い
ず
れ
も
一
一
時
三
〇
分
〜
一
六
時
三
〇
分)

○
相
談
内
容

学
習
面
・
生
活
面
・
健
康
面
・
対
人
関
係
・

自
分
の
こ
と
・
進
路
関
係
・
家
庭
生
活

等

○
相
談
希
望
の
方
は
、
事
前
に
学
級
担
任
又
は

保
健
室
ま
で
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

開校記念講演会での紙芝居の様子

ストラップのプレゼント

Springhascome.
皆に「春」が来ますように！

鹿屋高校ＰＴＡ進路指導部

「保護者セミナー」の御案内

日時：７月８日（金）

１８：３０～２０：３０

場所：本校「三星会館」

本校進路指導部に何でも質問できます。

今年の卒業生が受験体験を語ります。

卒業生の保護者の方からもアドバイス

があります。



六
月
一
二
日
（
日
）
、
吹
奏
楽
部
の
第
三
十
二
回

定
期
演
奏
会
が
鹿
屋
市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
文
化
会
館
の
座
席
が
満
席
に
な
る
ほ

ど
、た
く
さ
ん
の
方
々
に
御
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

演
奏
は
、「
た
な
ば
た
」「
陽
は
ま
た
昇
る
〜
二
〇

一
一
年
三
月
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
及
び
津
波
の

被
害
者
の
た
め
に
〜
」
「
江
〜
姫
た
ち
の
戦
国
〜
メ

イ
ン
テ
ー
マ
」
「
南
風
の
マ
ー
チ
」
「
『
オ
セ
ロ
』
よ

り
Ⅰ
前
奏
曲
（
ヴ
ェ
ニ
ス
）
Ⅲ
オ
セ
ロ
と
デ
ズ
デ
モ

ー
ナ
Ⅳ
廷
臣
た
ち
の
入
場
」
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ー

ジ
に
始
ま
り
、
学
生
指
揮
に
よ
る
「
上
を
向
い
て
歩

こ
う
」
「70s`

ア
イ
ド
ル
メ
ド
レ
ー
」「
Ａ
Ｋ
Ｂ

メ
48

ド
レ
ー
」
「
Ｊ-

Ｐ
Ｏ
Ｐ

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
〜
ワ
ン
ピ
ー

ス
編
〜
」
の
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
、
「
流
星
（
三
年

生
ス
テ
ー
ジ
）
」「
ウ
エ
ス
ト
・
サ
イ
ド
・
ス
ト
ー
リ

ー
・
メ
ド
レ
ー
（
Ｏ
Ｂ
と
共
に
）
」「
組
曲
『
宇
宙
戦

艦
ヤ
マ
ト
』
Ⅰ
序
曲
Ⅱ
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
Ⅲ
出
撃
Ⅳ

大
い
な
る
愛
」
の
サ
ー
ド
ス
テ
ー
ジ
ま
で
、
本
格
的

な
楽
曲
や
人
気
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ナ
ン
バ
ー
な
ど
が
多

彩
に
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
会
場
か
ら
は
割
れ
ん
ば

か
り
の
拍
手
喝
采
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
本
全
体
が
大
変
な
状
況
で
す
が
、
吹
奏
楽
部
の

演
奏
に
よ
り
、
御
来
場
の
皆
さ
ん
に
、
活
力
を
与
え

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
部
員
六
一
人
は
、
心
を
一
つ
に
し
て
七
月

の
九
州
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
県
予
選
に
向
け
て
充
実

し
た
練
習
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
顧

問
の
松
尾
先
生
、
池
田
先
生
と
共
に
、
本
校
吹
奏
楽

部
の
今
後
の
活
躍
を
大
い
に
期
待
し
ま
す
。

毎
月
発
行
す
る
こ
の
「
三
星
の
風
」
は
、

鹿
屋
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.edu.pref.kagoshim

a.jp/sh/K
anoya/

「
鹿
屋
高
校
」
で
も
検
索
で
き
ま
す
。

欠
席
等
の
連
絡
に
つ
い
て
（
お
願
い
）

や
む
を
得
ず
欠
席
・
遅
刻
す
る
場
合
は
、

必
ず
保
護
者
が
次
の
時
刻
ま
で
に
電
話
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

○
朝
課
外
の
あ
る
日

午
前
七
時
十
五
分
ま
で

○
朝
課
外
の
な
い
日

午
前
八
時
ま
で

○
三
星
道
場
・
模
試

開
始
前
ま
で

うれしいニュース・最新版

「肝付町全域に整備された光回線「はやぶさネット」

井手悠理 君 が命名しました。

肝付町全域に光ファイバー網が整備され，その名

称を公募したところ，本校２年生の 井手悠理 君（国

見中出身）のアイディアが採用され，「はやぶさネッ

ト」と名付けられました。

吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

音
楽
の
力
で
日
本
を
元
気
に

！

原
付
車
安
全
利
用
モ
デ
ル
校
に
指
定

平
成
二
三
年
度
の
原
付
車
安
全
利
用
モ
デ
ル

校
に
本
校
が
指
定
さ
れ
、
五
月
二
六
日
に
鹿
屋

警
察
署
か
ら
指
定
書
及
び
フ
ラ
ッ
グ
を
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

鹿
屋
署
の
西
原
副
署
長
か
ら
は
、
命
の
大
切

さ
と
併
せ
て
「
現
在
、
鹿
屋
署
管
内
で
交
通
事

故
が
多
発
し
て
お
り
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
で

あ
る
。
自
分
は
決
し
て
事
故
を
起
こ
さ
な
い
と

い
う
気
持
ち
で
運
転
し
て
ほ
し
い
」
と
お
願
い

が
あ
り
ま
し
た
。

生
徒
代
表
か
ら
は
、

一

見
通
し
の
悪
い
場
所
や
交
差
点
で
は
、
必

ず
一
時
停
止
し
、
安
全
を
確
認
し
ま
す
。

二

交
通
信
号
に
従
い
ま
す
。

三

安
全
速
度
を
守
り
ま
す
。

四

早
め
の
点
灯
を
行
い
ま
す
。

と
の
宣
言
が
あ
り
ま
し
た
。

「命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
教
室
」開
催

五
月
一
三
日
、
本
校
全
生
徒
を
対
象
に
、
「
命

の
大
切
さ
を
学
ぶ
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

十
年
前
に
当
時
短
大
生
だ
っ
た
基
世
さ
ん
を

鹿
児
島
市
で
殺
害
さ
れ
た
「
中
村
一
郎
」
さ
ん

が
、
今
で
も
消
え
な
い
遺
族
の
苦
し
み
を
語
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

中
村
さ
ん
の
「
時
間
が
経
て
ば
風
化
す
る
こ

と
も
あ
る
が
、
基
世
へ
の
思
い
は
今
も
変
わ
ら

な
い
。
被
害
者
の
心
が
癒
さ
れ
る
こ
と
は
一
生

な
い
の
か
も

し
れ
な
い
」

と

の

言

葉

に
、
生
徒
は

犯
罪
被
害
者

の
立
場
や
、

命
の
大
切
さ

を
改
め
て
実

感
し
て
い
ま

し
た
。
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